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平成２８年１月２８日 

各 位 

会 社 名 株 式 会 社  Ｎ Ｓ Ｄ  

代 表 者 名 代表取締役社長 今城 義和 

(コード番号 ９７５９ 東証１部)

問 合 せ 先 常務取締役 近藤  潔 

(TEL  ０３-３２５７-１２５０)

 

 

特別損失の計上及び業績予想の修正に関するお知らせ 

 
当社は、平成２８年３月期第３四半期決算において、特別損失を計上するとともに、平成２７年４月３０日に

公表いたしました平成２８年３月期通期の業績予想を修正いたしましたので、下記のとおりお知らせいたしま

す。 

 

記 

 

１． 特別損失の計上について 

(1) 連結決算（減損損失の計上） 

当社の連結孫会社で北米にてテレヘルス（遠隔医療）事業を展開しております Viterion Corporation（以下、

VC）について事業計画の見直しを行った結果、のれんの未償却残高の全額ならびにソフトウエア資産等の全額

を減損し、連結決算において６億２５百万円の減損損失を特別損失に計上いたします。 

 

(2) 個別決算（関係会社株式評価損の計上） 

当社の保有する NSD International, Inc.（当社 100％連結子会社であり、VC の 100％親会社）株式の実質価額

につきましては、VC の各期の欠損を反映し低下しておりましたが、今般の VC における減損損失の計上に伴い

VC 株式の実質価額が簿価比５０％以下となることより、「金融商品に関する会計基準」に基づき、個別決算に  

おいて１７億８４百万円の関係会社株式評価損を特別損失に計上いたします。 

 

(※) 連結決算と個別決算における特別損失計上額の差について 

個別決算に計上される関係会社株式評価損には、VC の各期の欠損額が含まれていますが、他方、連結決算

では、この欠損額は既に各期の連結業績に反映されているため、今回、特別損失として連結決算に計上される

金額は、上記６億２５百万円となります。 

 

２． 業績予想の修正 

(1) 平成２８年３月期通期（累計） 連結業績予想の修正（平成 27 年 4 月 1 日～平成 28 年 3 月 31 日） 

 売 上 高 営業利益 経常利益 
親会社株主に帰属

する当期純利益 

1 株当たり 

当期純利益 

 百万円 百万円 百万円 百万円 円 銭

前 回 発 表 予 想  (Ａ) ４６，５００ ５，６００ ５，７００ ３，５００ ７９．８３

今 回 修 正 予 想  (Ｂ ) ５１，４００ ６，２００ ６，３００ ３，１００ ７０．７５

増 減 額  ( Ｂ － Ａ ) ４，９００ ６００ ６００ △４００ - 

増 減 率    ( ％ ) １０．５ １０．７ １０．５ △１１．４ - 

（ ご 参 考 ） 前 期 実 績 

（ 平 成 ２ ７ 年 ３ 月 期 ） 
４２，９９０ ５，１４４ ５，３２６ ２，９７３ ７２．０４
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(2) 平成２８年３月期通期（累計） 個別業績予想の修正（平成 27 年 4 月 1 日～平成 28 年 3 月 31 日） 

 売 上 高 営業利益 経常利益 当期純利益 
1 株当たり 

当期純利益 

 百万円 百万円 百万円 百万円 円 銭

前 回 発 表 予 想  (Ａ) ４１，０００ ５，６００ ５，８００ ３，７００ ８４．２７

今 回 修 正 予 想  (Ｂ ) ４４，９００ ６，２００ ６，４００ ２，４００ ５４．７７

増 減 額  ( Ｂ － Ａ ) ３，９００ ６００ ６００ △１，３００ - 

増 減 率    ( ％ ) ９．５ １０．７ １０．３ △３５．１ - 

（ ご 参 考 ） 前 期 実 績 

（ 平 成 ２ ７ 年 ３ 月 期 ） 
３９，５４２ ５，４８６ ５，７９５ ３，９３７ ９５．３９

 

 

３．修正の理由 

ＶＣでは、北米テレヘルス（遠隔医療）事業におきまして、かねてより新製品の開発と早期の市場投入に取り組

んで参りましたが、主要取引先（米国退役軍人省、以下同じ）からの厳格なセキュリティ要求があり開発に時間を

要したこと、FDA（米国食品医薬局：米国政府機関）への新製品登録申請には、このセキュリティ要件を達成する

必要があり相応の時間を要したこと、主要取引先からの同新製品の採用承認のための審査手続きが長期化して

いることを勘案し、事業計画の見直しを行った結果、保守的観点から米国会計基準に基づき、のれんならびに 

ソフトウエア資産等の全額を減損することといたしました。 

なお、ＶＣにおきましては、今期中に主要取引先での新製品採用の承認と販売開始を見込んでおり、今般の 

のれん等の減損処理と相まって、業績は次期以降着実に回復してくるものと判断しております。 

 

当社グループの主力であるシステム開発事業においては、主に大手金融機関向けシステム開発の受注環境

が堅調に推移し、売上高、利益ともに予想を上回る見込みですが、上記のとおり、連結決算での減損損失の  

計上、個別決算での関係会社株式評価損の計上を踏まえ、平成２７年４月３０日公表の平成２８年３月期通期業績 

予想を修正いたします。 

なお、平成２８年３月期の期末配当につきましては、当初予定の１株当たり３５円に変更はありません。 

 

 

※上記の業績予想は、現時点において入手可能な情報に基づき作成したものであり、実際の業績は、
今後の様々な要因により予想数値とは異なる可能性があります。 

 

 

以 上 
 


